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保
険
医
協
会
は
11
月
21
日
、
西
宮
神
社
会
館
で
第

22
回
在
宅
医
療
研
究
会
を
開
催
。
医
師
、
看
護
師
ら

１
３
０
人
が
参
加
し
た
。
講
演
①
は

「
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
と
訪
問
介
護
の
実
戦
」
と
題
し
て
看
護
師
の
中
島

淳
美
さ
ん

（
明
和
病
院
・
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー
明
和
）、

講
演
②
は

「
当
院
に
お
け
る
終
末
期
ケ
ア
の
現
状
」

と
題
し
て
看
護
師
長
の
小
西
尚
美
さ
ん
、
特
別
講
演

は

「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
考
え
方
と
課
題
」
と
題
し
て

坂
口
幸
弘
先
生

（
関
西
学
院
大
学
・
人
間
福
祉
学
部

人
間
科
学
科
准
教
授
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
講
師
に
迎
え

た
。
参
加
者
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

講演する坂口幸弘先生

　兵庫県保険医協会・協会西宮芦屋支部

　阪神・淡路大震災 15年の集い
　【日時】１月１６日 (土 ) 午後１時～

　【場所】西宮市立勤労会館　 西宮市松原町２－３７

 
  　 (JR 西宮駅南へ徒歩 10 分 )

　　　TEL/0798-34-1662 　　　　　　 

　

　

　■病気の悩みなんでも相談コーナー  13:00 ～ 13:50　第 7会議室

　■救急処置・心肺蘇生（AED）実習コーナー
　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 13:00 ～ 13:50　第 8会議室

  ■映像とパネルによる災害・復興の記録展示 （常設展示）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 
13:00 ～ 16:30　第 8会議室

  ◆追悼の歌　　                   　　 13:50 ～ 14:00　大ホール

　　　＜アヴェマリア＞＜はなれていても友だちだよ＞                 

　　　　ソプラノ　長谷川 眞弓 さん 　ピアノ  榊原 契保 さん

　■おはなし　　　　　　　　　　 　  14:00 ～ 15:50　大ホール

　　「大震災被災者の生活と健康」　　　　　　　　　    　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　日本福祉大学名誉教授　金 持 伸 子　先生

　　「生活を基礎にした減災の考え方」

　　　　　　　  関西学院大学総合政策学部教授　室 崎 益 輝　先生

　　「災害時の医療 －避けられる死をなくするために－」

　　　 　　 　　　兵庫県災害医療センター顧問　鵜 飼　 卓　先生

　◆二胡の調べ　　  　　　　　　　　　 16:00 ～ 16:30　大ホール

            　                    二胡演奏者　劉　 揚　さん

　■ボランティア・医療関係者の集い  16:40 ～ 19:00　第 8会議室

　　 講演　「災害時に医療機関の果たす役割～東京都中野区医師会防災

    　 マニュアル～」　　  東京都中野区医師会　中 村 洋 一　先生

　　 世界各地での災害とその復興の取り組み／ミニコンサート

　　 報告・交流会

　　　＜旧西宮芦屋支部緊急対策本部＞ボランティア・市民・協会会員

　 ※ご都合のいい時間帯でご参加ください。お待ちしております。

入場無料

　

今
回
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
研
修
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
行
っ
て
い
る
日
頃
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
改
め

て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
訪
問
看
護
の
実
践
」
と
題
し
た

中
島
看
護
師
の
講
演
で
は
、
彼
女
の
看
護
観
や
優
し

さ
が
皆
様
に
伝
わ
り
、
訪
問
看
護
師
へ
の
理
解
・
期

待
が
高
ま
れ
ば
良
い
な
ぁ
…
と
感
じ
ま
し
た
。

　

兵
庫
医
大
・
地
域
医
療
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
小

西
看
護
師
の
講
演
「
当
院
に
お
け
る
終
末
期
ケ
ア
の

現
状
」
で
は
、
大
学
病
院
か
ら
退
院
さ
れ
る
患
者
様

の
支
援
に
つ
い
て
の
ご
苦
労
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
医
大
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
訪
問

看
護
事
業
所
で
は
、
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
存
在
は

た
い
へ
ん
貴
重
で
す
。
終
末
期
ケ
ア
と
一
口
に
言
っ

て
も
、
疼
痛
や
副
作
用
な
ど
の
症
状
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

や
家
族
ケ
ア
、
経
済
的
な
支
援
な
ど
、
退
院
支
援
に

は
数
々
の
調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー

の
情
報
は
医
療
的
な
ケ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
入
院
か
ら

在
宅
を
つ
な
ぎ
、
訪
問
看
護
事
業
所
が
欲
し
い
情
報

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
し
て
下
さ
る
場
所
で
あ
り
、

た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
部
署
で
す
。

　

特
別
講
演
で
は
、
関
西
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部

の
坂
口
先
生
が
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
考
え
方
と
課

題
」
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
看
護
の
実
践
の
中
で

「
お
金
に
な
ら
な
い
こ
と
」
で
も
、
丁
寧
に
ケ
ア
を

す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
は
患
者
様
に
と
っ
て
必
要
か
？
悩

ま
し
い
話
題
で
す
が
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
西
宮
の
ほ
と
ん
ど
の
事
業
所
が
、
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
を
続
け
て
い
る
と
い
う
実
績
か
ら
考
え

て
も
、
患
者
様
や
ご
家
族
か
ら
学
ぶ
こ
と
と
共
に
、

そ
れ
を
通
じ
て
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
る
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　

今
後
も
「
悲
嘆
」
へ
の
ケ
ア
を
学
び
、
心
の
こ

も
っ
た
対
応
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
医
療
法
人
明
和
病
院
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー
明
和

　
　
　
　
　
　

 

管
理
者(
看
護
師)

　

西
田　

奈
美
】

患
者
様
や
ご
家
族
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

学
ぶ
も
の

講演には会場いっぱいの 130 人が参加した

西
宮
・
芦
屋
支
部
世
話
人
一
同
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第
23
回
漢
方
研
究
会
（
薬
科
部
共
催
）

明
日
か
ら
す
ぐ

　
　
　
　
　

応
用
で
き
る
研
究
会

　
　

12
月
12
日
、
兵
庫
県
農
業
会
館
で
、
講
師

に
野
木
病
院
副
院
長
・
東
洋
医
学
科
部
長
の

加
藤
士
郎
先
生
を
迎
え
、
「
か
ぜ
症
候
群
の
漢

方
療
法
」
を
テ
ー
マ
に
第
23
回
漢
方
研
究
会

（
薬
科
部
共
催
）
を
開
催
。
医
師
・
薬
剤
師
ら

42
人
が
参
加
し
た
。
広
川
恵
一
先
生
（
広
川

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
と
も
に
司
会
を
務
め

ら
れ
た
長
光
由
紀
先
生
（
伊
丹
市
・
ウ
イ
ン

グ
調
剤
薬
局
）
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。　

12
月
12
日
、
光
の
祭
典
に
彩
ら
れ
た
神
戸
元
町

で
の
開
催
。
研
究
会
で
学
び
ル
ミ
ナ
リ
エ
を
楽
し

み
、
歳
末
の
中
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
駅
か
ら
会
場
ま
で
30
分
も

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
参
加
者
も
お
ら
れ
申
し
訳
な

か
っ
た
で
す
。

元
独
協
医
大
講
師
、
現
野
木
病
院
副
院
長
の
加

藤
士
郎
先
生
を
迎
え
て
の
西
芦
支
部
漢
方
研
究
会

（
薬
科
部
共
催
）
が
「
か
ぜ
症
候
群
の
漢
方
療
法
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
『
か
ぜ
症
候
群
に
対
す
る
漢
方
治
療
の

Ｅ
Ｂ
Ｍ
』 

。
図
や
グ
ラ
フ
を
用
い
て
麻
黄
湯
類
の

有
効
性
に
つ
い
て
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お
い
て
は
麻
黄
湯
単

独
投
与
で
有
熱
期
間
が
最
も
短
い
と
い
う
こ
と

で
、
タ
ミ
フ
ル
ド
ラ
イ
シ
ロ
ッ
プ
が
底
を
つ
い
て

き
た
現
状
に　

麻
黄
湯
の
処
方
が
お
勧
め
で
あ
る

と
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
々
『
か
ぜ
症
候
群
の
初
期
治
療
』
に
は
麻
黄

を
含
む
方
剤
、
『
長
引
い
た
か
ぜ
症
候
群
の
治
療
』

に
は
柴
胡
剤
や
麦
門
冬
湯
と
構
成
生
薬
の
解
説
も

含
め
自
験
症
例
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
『
遷
延
化
し
た
呼
吸
器
感
染
症
治
療
の

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
』
と
し
て
、
漢
方
治
療
が
有

効
で
あ
る
と
改
善
度
の
グ
ラ
フ
で
わ
か
り
や
す
く

解
説
。
実
際
に
何
日
目
か
ら
漢
方
治
療
を
加
え
投

与
何
日
目
に
改
善
、
症
状
消
失
と
い
っ
た
例
を
多

数
み
せ
て
い
た
だ
き
、
明
日
か
ら
す
ぐ
応
用
の
で

き
る
内
容
で
し
た
。

ま
た
随
証
に
従
い
そ
の
患
者
に
あ
っ
た
補
剤
で

日
頃
か
ら
体
力
を
強
化
し　

免
疫
力
を
高
め
て
お

く
こ
と
が
大
切
と
い
う
言
葉
に
、
か
ぜ
症
候
群
に

か
ぎ
ら
ず
『
身
体
を
守
る
』
と
い
う
原
点
を
あ
ら

た
め
て
確
認
で
き
ま
し
た
。

【
伊
丹
市
・
ウ
イ
ン
グ
調
剤
薬
局 

長
光 

由
紀
】

　　

     第 23 回在宅医療研究会

　　日時 ：3月 13日 (土 ) 15 時～ 17 時半

　　会場 ：西宮神社会館　TEL0798-23-3311

　　講演 ：「摂食嚥下障害の話題」（仮）

　　　 　　大阪大学歯学部付属病院 顎口腔機能治療部　助教

　　　　 　　　　　　　野原 幹司　先生

　　　　　「栄養・食事関係の話題」（仮）

　　　 　　武庫川女子大学生活環境学部 食物栄養学科　准教授

　　　　　　　　　 　　前田 佳予子　先生

　　

　　

具体的な症例を紹介しながらの講演に

　　　　　　　　　会場からも質問が相次いだ

英
語
で
診
療 Medical English

＃
24

婦
人
科
で
の
臨
床
を
具
体
的
に

12
月
４
日
、
西
宮
医
療
会
館
で
、
林
田
英

隆
先
生
（
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
、M

e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
 

＃
24
「
子
宮

頚
部
が
ん
＆
乳
が
ん
検
診
」
を
開
催
。
医
師

や
医
療
通
訳
ら
11
人
が
参
加
し
、
熱
心
な
英

語
表
現
の
練
習
が
な
さ
れ
た
。

子
宮
頚
部
が
ん
の
予
防
接
種
で
あ
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
日
本
で
は
先
進
国
よ
り
も

２
～
３
年
遅
れ
で
２
０
０
９
年
10
月
に
厚
生

労
働
省
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
も
の
で
、
思

春
期
か
ら
20
代
の
女
性
に
対
し
、
お
よ
そ
80
％
の

発
が
ん
予
防
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
今
後
は
一
般

科
で
の
接
種
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

乳
が
ん
検
診
に
関
し
て
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
と
超
音
波
検
査
の
特
徴
に
つ
い
て
質
問
が

な
さ
れ
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、
一
般
的
に
乳

腺
の
発
達
し
た
若
い
女
性
で
は
診
断
が
容
易
で
は

な
い
が
、
閉
経
後
の
乳
腺
が
萎
縮
し
て
脂
肪
が
多

い
女
性
に
は
診
断
が
容
易
に
な
る
こ
と
、
超
音
波

検
査
は
、
乳
腺
が
発
達
し
た
若
い
女
性
の
腫
瘤
を

診
断
す
る
に
あ
た
り
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
併

用
す
る
こ
と
で
診
断
確
率
が
高
ま
る
こ
と
な
ど
、

婦
人
科
領
域
の
臨
床
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
ｌ
ｕ
ｍ
ｐ
（
皮
下
の
こ
ぶ
、
腫
れ
、
し
こ
り
）

と
ｍ
ａ
ｓ
ｓ
（
凝
集
性
物
質
の
塊
ま
た
は
集
塊
）

の
違
い
や
、
超
音
波
検
査
で
の
「
11
時
の
場
所
」

と
い
う
言
い
回
し
な
ど
、
実
践
的
な
英
語
表
現
に

つ
い
て
も
学
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」
、

｢

専
門
用
語
が
多
く
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た｣

な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

次
回
は
、
３
月
に
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
骨
粗
鬆
症
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
11
月
27
日
（
金
）
に

フ
レ
ン
テ
西
宮
で
世
話
人
会
を
開
催
し
た
。

出
席
は
５
人
。

【
報
告
】

①
第
14
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
11
・

14
）

②
第
22
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
21
）

【
予
定
・
企
画
】

①
英
語
で
診
療
＃
24
（
12
・
４)

②
第
23
回
漢
方
研
究
会
（
薬
科
部
共
催
）

（
12
・
12
）

③
会
員
忘
年
会
（
12
・
29
）

④
阪
神
・
淡
路
大
震
災
15
年
の
集
い
（
１
・

16
）

⑤
第
23
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
３
・
13
）

⑥
英
語
で
診
療
＃
25

⑦
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
（
医
科
）（
３
・
24
）

⑧
病
診
連
携
、
勤
務
医
と
開
業
医
の
懇
談
会

世
話
人
会
だ
よ
り

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４

金
曜
日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の

ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

参加者一人一人に丁寧な

　　　　発音指導をする Robert Conroy 氏


